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☆ 令和５年度各団体役員紹介 ☆ 
《町会長会》 連   区  長  櫛田 慈鍾(西高田) 

副 連 区 長  星野 雄一(島村北部) 

副 連 区 長  田中 保夫(杉 山) 

書記・会計   岩田 圭介(富 塚) 

監   事   青井  聡(土 居) 

《民生児童委員協議会》 会   長   大山  博 

《葉栗公民館》       館   長   太田 伸生 

《児童育成協議会》     会   長   内藤 隆治 

《社会福祉協議会葉栗支会》 支 会 長   櫛田 慈鍾 

《葉栗老人クラブ連合会》  会     長   榊原 健治(東佐千原) 

上記の方が葉栗連区各団体役員に就任されました。連区内 23 町内会の協力のもと、地域活動にご尽

力いただきますよう一年間よろしくお願いいたします。 

☆ 新葉栗連区長就任あいさつ ☆ 

令和５年度の葉栗連区の連区長を担うことになりました西高田町内会長の

櫛田慈鍾です。 

3 年間にわたる新型コロナウイルス禍で世の中、コミュニケーション不足

が露わになってきています。こうした中、連区活動においても今こそ地域の

皆さんとともに連携、絆を深めることが求められています。 

一方、私たちの住む地域の安全・安心のために何をなすべきかを考えなく

てはなりません。皆さんとともに知恵を出し合い、葉栗連区が素晴らしい地

域となるよう取り組んでいきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

☆ 新葉栗公民館長就任あいさつ ☆ 

この度、前任の小島博和公民館長の後任として、葉栗連区公民館長に就任し

ました太田伸生です。どうぞよろしくお願いいたします。 

公民館は、地域の社会教育を中心とした生涯学習の拠点であり、文化活動・

学習活動を通じ、交流とふれあいの場として、いつでも気軽に利用できる施

設として今後も公民館運営に努めてまいりたいと思っております。 

この 3 年間、新型コロナウイルスの影響で公民館事業のほとんどが中止、

縮小になり、皆さま方には不便、ご迷惑をおかけしておりましたが、今年度

は、感染防止対策を引き続き講じながら三大行事の盆踊り大会・連区運動会・

文化祭を中心にいろいろな行事を実施していきたいと考えております。 

皆さまにおかれましては公民館事業に対し、今後ともご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

令和５年５月 

地域づくり協議会だより ７９号 

葉栗連区の人口と世帯数 <2023.3.1 現在> 人口 16,336 人（男 7,979 人 女 8,357 人）世帯数 6,848 世帯 



☆ 中学校でも輝くことを願って ☆ 葉栗小学校卒業式 

3 月 20 日（月）、とても穏やかな天気に恵まれ、葉栗小学校第７６回卒業式が行われました。 

入場する卒業生の緊張した様子、卒業証書を受け取るときの晴れやかな表情、保護者に花を手渡すと

きのはにかんだ姿、どれもがとても心に残るものでした。 

「巣立ちのことば・卒業式の歌」では、卒業生と 5 年生の歌のハーモニーがすばらしく、聞く人たち

の心に響きました。 

立派に巣立っていく卒業生を見て、5 年生はしっかりと後を引き継ぐと思います。 

卒業生の皆さん、中学校でも輝くことを期待しています。          《寄稿：葉栗小学校》 

 

 

 

 

 

☆ 葉栗中学校へ葉北っ子 72 名が巣立ちました！ ☆ 葉栗北小学校卒業式 

３月２０日（月）の桜のつぼみもほころび始めたうららかな春暖の日に、葉栗北小学校第４６回卒業

式が挙行されました。 

今年は新型コロナウイルス感染症対策も緩和され、卒業生はマスク着用なしで卒業式へ参加しました。

校長より卒業証書が授与されたときの一人一人の笑顔がとても印象的でした。 

その後、卒業生は呼びかけと歌で巣立つ気持ちを堂々と胸を張って表現しました。小学校の卒業はゴ

ールではありません。中学校という新しい道へのスタートでもあります。中学校生活でのますますの成

長と活躍ができるよう応援しています。                 《寄稿：葉栗北小学校》 



《花見に訪れた人たち》 

《木曽川堤で桜の生態を学ぶ》 

はぐり野    

☆  木曽川堤のサクラを 10 倍楽しむ講座を開催 ☆ 

3 月 21 日（祝）、「木曽川堤（サクラ）の種類と見分け方と標本カ

ードづくり」が 138 タワーパーク管理事務所で開催されました。 

講師は愛知県埋蔵文化財調査センターの洲嵜和宏氏。 

講義では各桜の特徴が説明され、参加者の興味を引いていました。   

「ヤマザクラ」は葉と花が同時に出て、花が咲くとき葉は茶色。「エド

ヒガン」は花が丸くふっくらして、花柄（がく筒）に毛がいっぱいあ

ると説明されました。また、堤にたくさんある「シダレザクラ」はエ

ドヒガンザクラから変化したものとの説明もありました。 

桜餅に用いる葉っぱは何の桜かな？答えは「オオシマザクラ」です。

オオシマザクラの葉は香りがよく、塩漬けにして桜餅に用います。こ

の様に、小学校の子供たちにも興味を与えて、分かりやすい説明で、

たいへん好評でした。 

最後に参加者は、エドヒガンザクラとソメイヨシノの標本カード（押

し花）づくりを行い、その違いを自分の目で見て楽しく学ぶことがで

きました。 

 

3 月 26 日（日）、大野極楽寺公園事務所及び木曽川

堤周辺で、「桜を守る～皆で守ろう！サクラパトロール」

と題して、サクラ講座が行われました。講師は一宮市文

化財保護審議会委員の前田隆司氏と一宮市博物館の瀧

学芸員。 

木曽川堤（サク）の現状や歴史、サクラに住み着く害

虫など、サクラの生態について、木曽川堤の桜並木の観

察を交えて学びました。 

木曽川堤（サクラ）は、今から 13７年前の 1885 年

（明治 18）に植樹され、1927 年（昭和 2）に国の名

勝及び天然記念物に指定されました。しかし、環境悪化

や老木のため年々存続が難しくなってきています。 

今後はこの貴重な財産を北方連区、浅井連区ととも 

に保全活動を展開したいと考えています。 

【参考】『名勝及び天然記念物』の指定は、「木曽川堤（サクラ）」、岐阜県揖斐郡池田町の「霞間ケ渓
か ま が た に

（サクラ）」、群馬県

藤岡市の「三波川（サクラ）：コバサクラ」の３か所しかありません。 

 

 

 

 

 

１３８タワーパークにメジロが･･･ 
 ～ウグイスと間違えないで、目の周りが白い 

 からメジロなの～ 

全長 11.5 ㎝。日本では全国の平地から山地に

住んでいます。西南日本の常緑広葉樹林に多く、

北海道では少ない鳥。 

目の周りの白い縁取り（これは短い羽毛です）

があり、からだの鮮やかな黄緑色からウグイスと

間違える人もいます。 

メジロは椿などの花の蜜が好きで、よく私たちの目

の前に現れてくれます。 

アジアの熱帯地域に生まれた鳥と考えられています。一年中、果実や花に恵まれている場所だからで

しょう。 

《撮影者：今井 要氏 撮影日 R5.3.8》 



☆ 他人を思いやる心 光明寺縄まつり ☆ 

光明寺寺院において、4 月 2 日（日）午後 7 時

より、『光明寺縄まつり』が行われました。 

光明寺住職によると、光明寺が造られたのは今か

ら 1,300 年前のこと。その後、何回か木曽川の洪

水で流され、今の場所に来たのが 450 年前のこと

だそうです。 

ちょうどその頃、光明寺町内の山郷には家が 3 軒

しかなく、昼間、光明寺で行われていたお祭りは、

本郷・土居・小路の 3 郷だけでした。 

山郷は昼間にお参りができず、夜の真っ暗な時に

提灯をもってお参りに来ていたそうです。 

それを 3 郷の町内の人が見ていて、「暗い中にお

参りに来るのは気の毒だろう」ということで、ロウ

ソクで足元を照らして、山郷の人を迎え入れたとい

うのが、この縄まつりの始まりだとのことです。 

住職は「他人を思いやる優しい気持ちがこの祭りの中に込められており、いつまでも続けていきたい」

と話して見えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年 5 月 30 日より、葉栗連区地域づくり協議会のホームページがス

タートします。 

このホームページは、地域の情報や地域づくり協議会をはじめ、公民

館、町会長会、民生児童協議会、老人会、児童育成協議会などの活動情報

やイベント、お知らせなどを掲載し、地域の交流や情報の共有を目指して

いきたいと思っています。 

葉栗連区のホームページのスタートにあたり、地域の皆さまのご理解

とご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

  
 

  

予告 2023 年 5 月 30 日 
ホームページを開設します 


